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「南総里見八犬伝」
畑野繭子*
請求記号092.1/11//H
書型 半紙本
巻数冊数9輯98巻106冊
板式 木版
作者 曲亭馬琴
画工1-4輯 柳川重信
5-8輯 柳川重信,渓 斎英泉
9輯 上一9輯下脹中 柳川重信二世
9輯 下峡下の上 柳川重政二世,渓 斎英泉
9輯 下株下の中 柳川重信二世,歌 川貞秀
9輯 下幅下の下 柳川重信二世,渓 斎英泉
板元 ・1-5輯 山崎平八(山 育堂)文 化11一文政6年
刊行年6-7輯 美濃屋甚三郎(涌 泉堂)文 政10一同13年
8-9輯 丁子屋平兵衛(文 渓堂)天 保3一同13年
袋5輯 のみ現存
1は じめに
明治大学図書館では他機関から所蔵資料の貸出依頼があった場合、一定
の条件の下それに応 じている。その中で依頼の最も多い資料の一つに 「南
総里見八犬伝」(以下 「八犬伝」とい う)が ある。全部で98巻106冊 もあ
るこの大部な書は、積めば優に1.5メ ー トル近くにも及び、中身はと言え
ば頁全体にびっしりと書かれた本文と、薄墨の彩色を施した美麗な挿絵が
申はたの ・まゆこ/図 書館整理課
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多数盛 り込まれているものである。
この 「八犬伝」は準貴重書として扱われていながら、館内では 「初版本
であるらしい」とい うことが言われてきただけで、その詳細についてはこ
れまで充分に周知されてこなかったように思う。そこで、今回は資料紹介
をかねて、当館所蔵 「八犬伝」の書誌的な位置づけを探ってみたい。
2「 八犬伝」の成立
「八犬伝」は ご存知の通 り、江戸時代の読本作家、滝沢馬琴が文化11
年(1814)か ら天保13年(1842)ま での28年 の歳月 をかけて書 き上げ
た大長編小説である。完成 に近づいた時に、75歳 の馬琴は両眼 を言いて
みち
しまい、漢語にうとい嫁のお路が苦心惨澹 して口述筆記を果たしてようや
く完成にこぎつけたという逸話は有名である。
物語は、室町時代、安房の小領主となった里見義実の息女伏姫が、父の
失言のため妖犬八房とともに冨山の山中深く入 り、八房の気を受けてはら
んだ伏姫が自己の純潔の証しとして腹を割 くと、仁義八行の玉が宙に飛散
するという場面から始まる。やがて関八州の各地か ら、仁義八行の玉の一
つを持ち、牡丹形のあざを身にしるした八人の大士が次々に出現する。そ
して、八大士全員が会同し、彼 らに与えられた宿縁と聖戦の使命に気づい
てゆくというものである。
「水濤伝」を目標にした 「八犬伝」は、勧善懲悪の内容で、壮大華麗、
波乱万丈をきわめ、当時はおろか明治時代にまで及ぶ大ロングセラー と
なった。ただ、近代に入って、坪内適遥が 「小説神髄」で批判 した後、し
ばらくの間この大作の真価は忘れ られていた。いずれにしても日本文学史
上類例のない長編伝奇小説である。
3「 八犬伝」の出版事情
さて、 「八犬伝」は江戸時代の小説 である読本のジャンルに入 るものだ
が、当然のことなが ら、当時の出版方法は現在のそれ とはかな り異なって
お り、次 のよ うな工程で作成 された よ うである。
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まず作者が書いた原稿(稿 本)を 基に筆耕が清書 して板下を作 り、画工
が絵を描 く。そして、今度は完成 した板下を使って彫工が板木を彫 り、校
合本と呼ばれる校正摺(ゲ ラ)を 作者に戻凱 当館ではこれにあたるもの
で昭和35年 に受け入れた ら馬琴朱紙八犬伝」(091.5/4//H)と い う八犬
伝の第3輯 校正摺の零葉を左頁に、校正後の刊本の該当箇所を右頁に並置
した貼込帳がある。校正摺の処々に馬琴の朱筆がみられるもので、「礫川
文庫」(福井藩松平家の文庫)の 蔵印がある。作者から校正摺が戻ってく
ると、彫工は作者が指摘した訂正箇所を板木を削って入木(象 嵌)を して
直すのである。このような工程から初摺本には作者の意図がかなり反映し
ていると思われる。。._。 。一一一
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「八犬伝 」を書いた馬琴が、生涯に亙 って書 き続 けなければ生活ができな
か ったのは、実はこのためである。 これ に対 して、板 元の板株(出 版 権)・
は本屋仲間を通 じて他 の板元か ら保護 されてお り、蔵板 しているものは 自
由に再摺 りした り、改題本 に仕立て直 した りす ることができた。資金繰 り
に窮す る等の何 らかの事由で板株 を他の板元 に譲渡 して しま うのも、ごく
普通の ことであった。現に、 「八犬伝」 も全巻完結 までに3度 板元を変え
ている。1輯 か ら5輯 までが山育堂、次に涌泉堂で7輯 まで、最後が文藻
堂8輯 以下完結まで となるが、この文藻堂の折 に7輯 までの板木に大改変
を加 えた。
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このことは、多くの場合作者が関与 したのは初版初摺本に限られたであ
ろうことを推測させる。つまり、出版された後は作者といえども手出しが
出来ないのである。そこで、出版書庫を確定するためにも後摺本ではなく
なってしまうことの多い刊記や見返 しを完備 した初版本探求が必須となっ
てくるのである。
4入 手経緯
ところで、この八犬伝 一揃いはいつ頃 どのよ うな経緯で明大の所蔵に
なったのだ ろ うか。手掛か りの一つ としては図書台帳 の購入者欄 と目録
の基本カー ド(原 カー ドと称す)に 「大屋」 とい う名前がある。 また、林
美一著 「秘根 太犬伝 」(緑 園書房1968)の く八犬伝の初摺本 〉の下 りに
『「八犬伝」の初摺本は現在明治大学図書館 に納まっているものが最 も完全'
である。本書は昭和三十二年冬に東京神 田の某古書店 に出たもので、(以
下略)』 との記述がある。'
この 「神 田の某古書店」とは、大屋書房の ことと思われ る。 しか し、図
書台帳の受入 日は昭和32年 ではなく、昭和41年9月28日 となってお り、
原カー ドにも 「(33.6.13大 屋)」 の上に 「41.9.8水野」 とい う記載がある。
ここにある 「水野」とは元明大教授で 日本近世文学専攻の水野稔先生であ
ろ う。入 手年が昭和33年 なのに受入 日が昭和41年 とい うい ささか奇妙な
感が あるが、入手時には水野先生の研究室に収蔵 され、その後改めて図書
館で登録 を付与 したのではないか と推 測 され る。
この 「八犬伝」の旧蔵書については、現物 に蔵書印等の手がか りもなく、
入手先の大屋書房に直接 問い合わせたものの、なにぶん半世紀近く昔のこ
となので詳細は不明とのことであった。
5明 大本についての書誌的考察
現在 「八犬伝」の板本は、「国書総 目録」、 「古典籍総合 目録」に載せ ら
れているだけで約40機 関が所蔵 しているが、全部で98巻106冊 とい う
彪大な書であるので、載っている所蔵機関総てが全巻揃いで、初摺本に近
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い とい う訳でもない。なぜベ ス トセ ラーである 「八犬伝」の板本がせいぜ
い170年 ほどでこれほど少なくなって しまったのだろ う。それは、あま り
にポピュラーすぎて珍 しくなか った こと、たかが小説 とい うことで打 ち捨
て られ保存す る人 もなかった こと、江戸後期の文学を書誌 的に研究対象 と
することが ごく近年までなかった こと、そ して最大の原因は読本そのもの
に価値 を認 めることが遅かった とい うことであろ う。
それでは、残存 している板本 のうち、明大本は どの ような位置 にあるの
だろ うか。 「八犬伝」に関す る文献を集 めてい る うちに明大本について記
述 されてい るものを幾つか見つけることができた。そ こで、これ らの文献
を時代順 に並べて 「八犬伝」板本研 究の流れ を追っていく。
① 「秘板 八犬伝」(林美一著 緑園書房1968)『 初摺本は現在明治大
学附属図書館に納まっているものが最も完全である。全輯にわたり・見返 し
も奥付も原型を完備 した美本である。(中略)つ いで国会図書館にある馬
琴の手拓本がよい。ただし、これは第二輯だけがよくない。見返しも奥付
も初摺どお りのものがついているのだが、挿絵の薄墨板が改板後のもので
ある。曲亭文庫の蔵印があり、馬琴の朱書もところどころ加えられている
ので、馬琴自身の蔵本だったには違いないのだが、何かの理由で欠けてい
た二輯だけを後年、補ったものではなかろうか』
② 「絵本と浮世絵」(鈴木重三著 美術出版社1979)『(林 美一)氏 は'
第二輯の初摺りの形態について、明治大学図書館蔵本を標準品に挙げ、国
立国会図書館所蔵の馬琴旧蔵本を、「挿絵の薄墨板が改板後のもの」との
理由のもとに 「何かの理由で欠けていた二輯だけを後年補ったものではな
かろうか」と推測 された。しか し、両書を瞥見した私見ではやはり馬琴旧
蔵本の方が原初の体裁のように思 う。明大本が白茶無地表紙であるのに対
し、国会図書館蔵本は樺色がかった地紙に、古風な大箱式の犬張子二個と
雪の模様をあしらい、やや手のこんだ感がある。』
③ 「『南総里見八犬伝』の初板本」(板 坂則子著 『近世文芸』29・31号
1978-1979)『 文藻堂板の美麗な後刷板以前に出 された諸板で、伝来
の しっか りしてい る書、もしくは初刷 、並びに変化の特徴の出ている書 と
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考えられるものとして、次の八本を挙げる。(中略)明 治大学附属図書館
所蔵本…見返し・奥附も総て備わった美本である。又、輯によっては袋迄
残っている。』
まとめにおいて、国立国会図書館所蔵馬琴手拓本、学習院大学国文学研
究室蔵本、東京大学総合図書館蔵本が板元で初板刊行時に作られた初摺グ
ループとし、京都大学図書館所蔵本、明治大学図書館蔵本、早稲田大学特
別室蔵本が山育堂、涌泉堂が、文政5年 から追々売り出していた後摺本グ
ループとしている。
④ 「『南総里見八犬伝』諸本考」(朝倉留美子著 『講本研究』第6輯 下套 ・
第8輯 下套1992-1993)国 立国会図書館所蔵の馬琴手拓本を初版本と
している。1-5の 最初の板元である山育堂版の初版系後摺本には、(A)
初版本と同一板木を用いて刷られた表紙をもつものと(B)初 版本の5輯 迄
の地色か、または絵柄の彩色の うち一色を選んで地色に用いた無地表紙を
もつものの2種 類がある。明大本は1輯 が灰色無地、2輯 が煉瓦色無地の
表紙でB系 にあたるが、1輯 は地色である薄茶色ではなく灰色を用いてい
るのが珍しい。
馬琴手拓本以外のものは、諸本すべてが様々な種類の取り合わせ本であ
り、明大本も同様である。 これは、何次にもわたる後印印行の結果であろ
うか、と推測 している。
おわ りに
以上のように文献を見てい くと、「八犬伝」の純粋な初版本は国立国会
図書館所蔵の馬琴手拓本のみのようである。明大本はこの馬琴手拓本に近
いクラスの板本であり、旧蔵者は不明だが、見返 し・奥附も総て備わった
美本である。また、残存 している板本の中でも全巻揃いの保存状態が良い
ものでもある。読本研究は近世文学の中では比較的歴史が浅いジャンルで
ある。「八犬伝」版本の研究も、今後ますます盛んになっていくだろう。明
大本は諸本の中でも、書誌的に特徴のある板本の一つであり、今後の 「八
犬伝」研究にも欠かせない資料であろう。
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今回、「八犬伝」を調査していく過程で最も印象に残ったことは、馬琴が
八犬伝にかけたエネルギーのようなものだった。この原稿のテーマを 「八
犬伝」に決めた後で、たまたま馬琴の日記を東京大学総合図書館の貴重書
庫で見る機会に恵まれた。馬琴が既に左目を失明し、全盲になりつつある
天保5年 のものであったが、視力の衰えを感 じさせない勢いのある文字で
あった。また、「八犬伝」の原稿には文章の他に、挿絵の下書きまで自ら
描き、校正摺にはさらに細かな朱筆を加えて指示を出している跡が残って
おり、馬琴の几帳面な気質がうかがえる。なお、馬琴が没したのは 「八犬
伝」完成の翌年の天保14・年、享年82歳 であった。
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